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つながる参拝で老若男女の会員がつながる ～泉田青年本部長京都教会へ～ 

７月１９日、泉田青年本部長が京都教会に来道され、

約４００名の会員が参集しました。 

 おやじバンド「ロータスアンサンブル」の前奏に始ま

り、お琴「花びらと三段の調べ」の音色にのせて青少年

９０名による奉献の儀が行われました。読経供養後は支

部代表青年部員１名と支部長さんが悦びの発表を行い、

現在の心境や決意を披露しました。（３頁に掲載） 

その後、泉田青年本部長さんからお言葉を頂きまし

た。第６回高校の船で同じ班だった方と３４年ぶりに本

日この京都教会で再会出来た悦びと縁の不思議さを話

された後、「主体的・自主的な信仰者になろう」という

青年本部の永年のテーマや各教会の青年たちが生き生

きと活動できるようにしたいとの願いから組織が変わ

ってきた経緯を説明されました。また自身の信仰体験を

通してサンガの大切さを説かれました。 

続いて、佐藤教会長さんから老若男女のサンガの繋

がりが持てたことへの感謝の言葉を頂きました。 

 最後にスバークルブラスの鼓笛演奏、ティンクバトン

の発表、纏

披 露 を 行

い、参加者

一同新たな

つながりが

持てるよう

布教精進を

誓い合いま

した。 
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平成２７年、私たちは「善き師・善き友・善き教えを信じ  育てよう若い力！ 発揮しよう皆んなの力！」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～疲れない生き方～  亀岡支部長  福谷知子 

 今月は亀岡支部の福谷が担当させて頂きます。宜し

くお願い致します。 

 

八月号の「佼成」では、会長先生より「疲れない生

き方」というご法話を頂いております。 

 

前段は「テーマや目的を持つ」です。「世間ではい

ま、正規雇用で働く人も、パートやアルバイトで働く

人も、たいへん厳しい労働条件を強いられるようです。

心身とも過度に疲れて日常の生活、仕事にも支障をき

たす恐れがあり、過酷な労働条件は改善されなければ

いけませんが、疲れやストレスも、受け止め方ひとつ

で軽減する事はできそうです。仕事にしても、日常の

用事にしても、それをただ漫然とこなすのでは、疲労

感が残るだけです。そこで仕事や用事に自分なりのテ

ーマや目的を掲げるとどうでしようか？」 

また、「『笑顔であいさつしよう』『決して文句はい

うまい』『まず人さまの心で』など、テーマをもって

事にあたることが、自分を成長させる糧になり、さら

に目的があれば、仕事に喜びが生まれます。疲れやス

トレスをエネルギーに変える力があると言えそうで

す」と教えて頂きました。 

 

私は、青年育成をテーマに掲げ、「新しい方とのお

出会いを大事に、愚痴を言わず、相手を理解しよう」

を、努力目標にしました。青年ひとりひとりが育って

いく姿に、大きな喜びとエネルギーの源を頂いており

ます。 

後段は「いまを生きる」です。「『好きだから疲れな

い』というこの言葉には、テーマを持って事にあたる

ことに通じるものがありそうです。ただ、誰もが好き

な仕事に就いているわけではないでしょうし、また疲

れの原因も、人間関係や評価の有無といった精神的な

疲労感や徒労感など様々でしょう」 

「そもそも愚痴や文句はストレスを増大させ、疲労

の度合いを強めます。ですから、まず『愚痴を言わな

い訓練ができる』と思って気持ちを鎮め、そのうえで

そこに有難い何かを見つけ出すのです」「それに何より

も有難いのは、この世に生を受けたことで、そこから

生まれるのは、感謝のみです。もちろん極度に疲れた

時は、休憩をとるのがいちばんですが、そのときに大

事なことが一つあります。それは、考えても仕方のな

い余計なことを考えない、という事です。過ぎ去った

ことを思って悲しまず、未来の事であくせくしない。

葛藤や思い煩いを離れ、『いま、ここ』を大事にするこ

とが、疲れない生き方と言えるのだと思います。そう

して身も心も健康を保ち、この暑い夏を乗り切りたい

ものです」と結んで頂いております。 

 

支部長としてのお役を大切に、あくせくしないで、

身近な小さな幸せを見つめることが大切だと思いまし

た。八月は子供たちや孫、親戚と、人とお会いする機

会が多いです。笑顔で迎え、文句を言わず、ひとつひ

とつの行事を大切に、それに向かって一日一日を喜び、

暑い夏を元気に精進したと思います。 

合掌 

 

かめおか宗教懇話会 ～大本本部みろく会館で開催～ 

７月１１日、大本本部みろく会館において、かめお

か宗教懇話会の総会及び記念講演会が行われ、多くの

参加がありました。 

 総会では本年度の活動報告や次年度の計画等が発表

され、滞りなく終わりました。 

引き続き、記念講演会には神社本庁総長の石清水八幡

宮宮司 田中恆清氏が「日本人の自然観を世界に」と

題し約１時間の講演を行いました。 

 日本人がもともと持ち合わせている自然観を世界は

見習わなければならないとチャールズ皇太子が言われ

ていたことを紹介し、すべてのものに命が宿り、至る

ところに神さまがおられる考え方を堂々と広める時期

に来たのではないかと述べられました。 

 また全国の活動していない神社（不活動神社）の実

態について報告され、神社が氏子を守ってくれている 

という考えが限界にきており、今まで日本人がみんな

で協力し合ってきた仕組みが崩れかかってきているの

ではないかと一石を投じられました。 
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「つながる参拝」での支部代表者発表 

【ありのままの自分と一歩踏み出した自分】 洛叡 細見はな「心」 

４月からトップリーダー教育

に参加している。家ではお母さ

んのお手伝いや妹の世話をし

ている。 

学級委員としてみんなの意見

をまとめようとしているが、そ

の大変さが分かった。人の役に

たてる人になりたい。 

中央 池松憂奈「願」 

高校受験にあたり、今年の１月

寒修行のお役をさせてもらっ

た。バイト先の先輩たちが優し

く教えてくれる。自分がお店の

役に立てていると実感できる

ようになれた。バイトと勉強を

両立させられるように頑張っていきたい。 

右京 安岡千恵「求」 

今は感謝の気持ちより辛さが

大きい。心の底に穴が空いてし

まっている。今日の発表はあり

のままでいいと言って頂いた。

こんな私でも何かのお役に立

てたのなら嬉しいです。 

伏見 吉村直子「花」 

佼成会のきっかけは花活けで

した。その後、いろんなお役

の声をかけて頂いた。先日、

主任さんと一緒に手取りに行

かせて頂いた。これから自分

に出来ることを精一杯してき

たい。 

京洛 西田圭佑「友」 

支教区のレクリエーション講

座に参加した。今まで誘われて

いたけど、今回は手取りをし

た。当日は自分たちで考えたレ

クをするというものだった。本

番で成功すると思っていたけ

ど、うまくいなかった。レク道の方達は何日も前から

準備されているのがすごいと思った。 

西京 井上侑香「直」 

因縁果報を教わり、職場で実践

したところ、ムードメーカーと

言われるようになった。 

今回のご来道を友達に声をか

けました。たくさんの人に佼成

会に縁になって頂きたい。 

亀岡 谷口記子「深」 

病院で管理栄養士として献立

作り等をしている。 

光祥さまから温かい言葉が

け、温かい触れ合いの大切さ

を教えて頂いたので実践して

いきたい。 

宇治 永長希依子「楽」 

一緒に手取りに行ってくれて

いる手作り人形「ムーミン」

が手取り先の子供たちの気を

引いてくれる。 

手取りは人と人を繋ぐための

ものと思っていたが自分と人

の繋がりだと感じた。これか

らも人それぞれの個性に合わせて実践したい。 

乙訓 中島伸恭「命」 

生まれてすぐ、高熱が続いた。

ガンも発見され、生死をさまよ

ったがもう２１年が過ぎた。 

今日こうしていられるのは、み

なさんのおかげと感じた。 

 

京南 石井通友「要」 

夢は一流の研究者になるこ

と。最近は大学に寝泊まり、

学生に指導をしている。 

父に経済的に支えてもらい、

母に身の回りの世話をしても

らっている。 

それを忘れかけるが、サンガの仲間の有りがたさ、信

仰の大切さを感じる。 

 

エコキャップ回収運動について ～一食を捧げる運動に注力します～ 

かねてから回収運動を休止していましたが、エコキャップ推進協会のあり方に透明性がないことや他団体での

取り組みが多くみられるため京都教会としては回収運動を中止とさせて頂きます。ご理解の程、お願いします。 
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祇園祭前祭、後祭を陰で支える ～京都明社と新宗連青年部の取り組み～ 

7 月 15 日と 16 日、祇園祭前祭（さきまつり）の

宵々山・宵山で明るい社会づくり京都連絡協議会（京

都明社）はゴミ分別ボランティアに参加しました。こ

のボランティアは祇園祭ゴミゼロ大作戦実行委員会が

主催して実施されました。京都明社は同実行委員会の

構成団体である「美しい祇園祭をつくる会」の一員と

して 2006年からゴミ分別回収をしています。 

 今年は台風が近づいてきた影響もあり、15 日は大

混雑し、16 日は強い雨風の中でしたが、エコステー

ションでの呼びかけやゴミの分別作業、街路のゴミ収

集などを行いました。 

 

７月１７日の山鉾巡行は台風の接近に伴い中止も懸 

念されましたが、一年に一度京都市民や世界の平和を

願って行われる行事だけあって、風雨を苦にもせず23

基の山鉾が都大路を練り歩きました。 

 毎年この山鉾曳きボランティアに参加している新宗

連京都・青年部と京都教会青年部は、今回、巡行の最

後の船鉾を担当しました。ボランティアに参加した青

年たちは、心を込めて鉾を曳いていました。沿道整備

等、巡行に欠かせない陰役にも貢献し合わせて１６名

が参加しました。 

また２４日に行われた後祭（あとまつり）の花笠巡

行には青年部から２名が参加し、初めて携わるこのボ

ランティアに緊張と共に誇りを持って参加することが

出来ました。 

 
 

  

 

教師資格者教育 ～基本原則を習得し自由自在に～ 

 

 ７月１２日、ご本部儀式行事グループから小林次長

さんをお迎えし、教師資格者教育を開催しました。 

教師資格者として聖壇上での所作は基本原則を習得

し、それを京都流に応用でき、自由自在になることが

理想ですと説明されました。 

 また何事にも意義（何のために）、方法（どのように）、

功徳（どうなるか）を確認しながらお役を務めること

の大切さを述べられました。 

 質疑応答では所作だけに限らず会員さんとのふれあ

い方など様々な質問がなされ、時間が足りなくなるほ

ど熱心に求道する姿がありました。 

 

８～９月の主な教会行事 ●メッセージ 

8月 1日(土) 

4日(火) 

10日(月) 

15日(土) 

8月 1日(火) 

4日(金) 

10日(木) 

15日(火) 

23日（祝） 

 9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り・布薩の日 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

戦争犠牲者慰霊・平和祈願の日  

朔日参り・布薩の日 

開祖さまご命日 

脇祖報恩会 

釈迦牟尼仏ご命日 

秋季彼岸会 

２４日の後祭巡行ボランティアに参加してきまし

た。歩道内で役目を果たしていると、あるお巡りさん

が、自転車を押す人や老夫婦でゆっくり歩く人、地図

を片手にうろうろする観光客の人などにそれぞれ違っ

た声かけをされている姿を見ました。猛暑で人混みが

多いその中、誘導すること自体大変と思われましたが、

その人その人に合わせた誘導に仕方に私は感銘を受け

ました。我々も人さまとのふれあいの中で説き分ける

ことが出来る自分でありたいと思います。 
 


